
教育活動、スタート！「子どもたちの声と笑顔が、学校に戻ってきました」 

誓いの言葉 中学生活への期待を胸に 教科書授与 

  
 
 

 
 
 
 
  
 

■入学式 「半歩先の目標」から始め、少しずつ「大きな目標」へ！ 

５月２９日（金）、１７０名の新入生を迎え

て入学式が行われました。１年生の皆さんは、

少し緊張した表情も見えましたが、とても凛々

しく、希望と期待に満ちあふれていました。新

入生を代表して、中村龍太郎さんに新しい教科

書が授与され、杉山凜佳さんが力強く新入生の

誓いを述べました。 

校長からは、新入生の皆さんが充実した中学

校生活を送れるよう、「人として」こんな生徒

であってほしいとの願いから、次のような３つ

のメッセージを式の中で送りました。 

＜校長式辞より抜粋＞ 

１ 「賢い人であってほしい」 

 学力を身に付けるために授業を大切にしてほしいことは言うまでもありませんが、私が言いたい「賢い」と

は、決して学力に限ったことではありません。自ら学び、主体的かつ的確に判断・表現できる人のことであり、

多様な知識や教養を身に付け、それを時と場合に応じてよりよく活用できるようになってほしいと思います。 

２ 「優しい人であってほしい」 

  出会った仲間を大切にし、思いやりをもって相手に優しく接してほしいということです。縁あって、同じ学

校・学級で学ぶ機会をもったわけです。この出会いを大切にして、互いに助け合える仲間になってもらいたい、

自分たちの仲間から辛い思いをする人を出さないという強い決意をもってもらいたい、あなたがあなたでいら

れる学級をつくってください、そう強く思います。 

３ 「困難に負けないたくましい人であってほしい」 

 授業や部活動などにおいて、心と身体を鍛え、常に高みをめざし、困難に負けないたくましい人になってく

ださい。人生には、難しくても、つらくても、頑張らなければならない時があります。自分を甘やかさず、自

分に厳しく学び続けることで自分を鍛えてください。難しいことや苦しいことに出会ったら、自分を鍛えるチ

ャンス、一段と成長できるチャンスと前向きに捉え、それを乗り越えた時、必ずや達成感や満足感として大き

な喜びを感じることでしょう。 

 

■全校生徒による新任式と始業式、そして、学校を背負う生徒会役員・代議員認証式 

６月１日（月）、約３か月ぶりに学校が再開し、子どもたちの声と笑顔が学校に戻ってきました。子どもたち

の顔を見ると、すごく気持ちがホッとします。生徒数５１９名にて令和２年度がスタートするにあたり、新型コ

ロナウイルス感染防止の観点から、テレビ放送にて新任式や始業式を行いました。 

まず、新任式では、今年度着任した教職員が自己紹介をしました。これまでの成和中の良き伝統を守り、時代

のニーズにも応えるべく、教職員一同、子どもたちのより

よい成長と活気ある学校づくりのために、家庭・地域・学

校がともに手を携えて教育活動に取り組んでまいりたい

と考えております。 

始業式では、校長からの講話に続き、生徒指導主事及び

学級担任から、生活指導と感染防止対策の詳細について話がありました。今後も、「３密」を避けること、マスク
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の着用、手洗いの徹底などの感染防止対策を続けていくとともに、教育活動に関しては、「何ができるか、どうし

たらできるか」について、「気づき・考え・実行する」ことを教職員も生徒も意識していきたいと考えております。

今後とも、保護者の方々や地域の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

【始業式での校長講話より（一部抜粋）】 

桜が咲く４月には学校がスタートする、ということを私はこれまで信じて疑いませんでしたが、今般の新型コ

ロナウイルスは私たちのそのような生活を一変させました。生徒の皆さんは、「仲間に会えない、学校で学べない、

部活動ができない」など、これまで当たり前であったことができない毎日は、とても辛く、やるせない気持ちで

生活していたのではないでしょうか。また一方で、これまで当たり前であったことのありがたみを改めて感じさ

せられた日々ではなかったでしょうか。･･･（中略）･･･前に進むためには、これから先のことを考えていくこと

が大切です。現実は現実として受け止め、発想の転換をしていきましょう。つまり、感染リスクがあるから実施

しないのではなく、これからは、感染リスクをコントロールしながら、「どうすれば実施できるか、どこまでなら

実施できるか」という発想です。 
 

「１学期生徒会執行部・専門委員長、代議員の皆さん、よろしくお願いします！」 

新生徒会長の近藤り紗子さんをはじめとする１学期生徒会執行部および専門委員長、代議員の認証式が行われ

ました。コロナの影響により、しばらくは制約がある中での生徒会活動となりますが、皆さんの周りには、多く

の仲間やフォロワーがいることを決して忘れず、生徒会の究極のテーマである「日本一の学校」をめざして、具

体的に動いてみてください。 
 

■令和２年度部活動担当者 ※教職員の学年構成等については、「PTA広報紙」を参照願います。 

部活動名 顧  問 副顧問 部活動名 顧 問 副顧問 部活動名 顧 問 副顧問 

軟式野球 佐藤竜 嶋田大 剣 道 岩 田 山 﨑 吹奏楽 澤 田 山本雅 

サッカー 片 谷  亀 井 男子卓球 谷 口 石 田 放 送 神 谷 田 中 

男子バレー 小笠原 髙 田 男子バド 中野健 吉 田 合 唱 山 内 佐藤宏 

女子バレー 山 根 髙 田 女子バド 村 中 吉 田 美 術 中 田 水 野 

男子バスケ 鈴 村 山 田 陸 上 白 崎 嶋田將 科 学 金 原 水 野 

女子バスケ 坂 井 山 田 水 泳 金 原 － バトン 山本千 湯 口 

男子テニス 金 鑄 佐藤宏    茶華道 田 中 湯 口 

 

■今後は、「学びの保障」を最優先とし、当面 
は、「教育活動を段階的に」進めます。 
長期の臨時休業および感染リスクにより、学校内

外の各種行事や大会の多くが、すでに中止や延期と

なっています。また、感染が終息に向かっていると

はいえ、ウイルス自体が完全に存在しなくなったと

は言い切れませんので、当面は、情勢を鑑みながら、

部活動を含め、段階的に教育活動を進めていく予定

です。行事の実施等においては、感染リスクをコン

トロールしながら、無理のない範囲で、子どもたち

のために何ができるかという発想を大切にしてい

きたいと思っています。 

さらには、学習面のご心配もあろうかと思います。

学校再開後には早速、３月の未履修内容から授業を

始め、行事・大会の中止により生み出された時間や

長期休業の短縮等によって授業時間を確保し、少し

ずつ学習の遅れを取り戻していきます。 

なお、今後の状況によっては、学校の感染防止対

策や教育活動において変更が生じることがあり得

ますのでご理解願います。 

月 行事・大会等 6/4現在 

４月 地区春季強化大会 中止 

５月 ３年修学旅行 

１・２年校外学習 

延期 

中止 

６月 中学校連合音楽会 

校内合唱コンクール 

県中学校春季陸上競技大会 

県中学校春季水泳競技大会 

中部日本吹奏楽コンクール福井県大会 

地区中学校夏季総合競技大会 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

未定 

７月 全日本吹奏楽コンクール福井県大会 

全日本合唱コンクール福井県大会 

県中学校夏季総合競技大会 

中止 

未定 

未定 

８月 北信越中学校体育大会 

全国中学校体育大会 

地区陸上競技大会 

中止 

中止 

未定 

９月 地区駅伝競走大会 未定 


